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第４３回 成田山平和大塔まつり奉納総踊り 
「成田山平和大塔まつり奉納総踊り」は、１９８４年４月の弘法大師１１５０年の御遠忌にあたり、世界平和

と万民の幸福を祈願して建立された「成田山平和大塔」の落慶を記念して始められました。 

旧成田町７町の女人講をはじめ、市内各団体の皆様が揃いの浴衣姿で、成田山表参道・成田山大本堂

前・平和大塔で踊りを奉納します。 

【 期  日 】 ５月９日（土） （雨天の場合は１０日（日）、１０日が雨天の場合は中止） 

【時間・場所】 １２時２０分～ 成田山表参道 

１４時５０分～ 成田山新勝寺 大本堂前・平和大塔 

【お問合せ先】 成田市観光協会 ＴＥＬ ０４７６－２２－２１０２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご当地キャラ成田詣 うなふぁん２０２６ 
「成田詣」とは、江戸から成田山までの参詣を意味し、江戸時代には成田のお不動さまの名で親しまれる

成田山新勝寺に多くの庶民が徒歩でお参りしておりました。 

成田市特別観光大使である「うなりくん」のおともだちやゲストアーティストの皆さんが全国から一堂に会

する姿はまさに「成田詣」。ステージイベント、新勝寺参詣、パレードと盛りだくさんの２日間、ぜひ成田にお

越しください。 

【 期  日 】 ５月２３日（土）・２４日（日） 

【 場  所 】 成田山表参道および成田山新勝寺大本堂前 

【お問合せ先】 ご当地キャラ成田詣実行委員会（成田市観光プロモーション課内） ＴＥＬ ０４７６－２０-１５４０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



房総のむら 「春のまつり」   

「あそびと暮らし」をテーマに伝統的な技の実演、昔遊びの体験、民俗芸能の上演などを行います。 

５月５日(火・祝)は、こどもの日にちなんだ催し物を実施します。 

【 日 時 】 ５月２日（土）～６日（水・振休） ９時～１６時３０分 

【５月休館日】  ５月７日(木)・８日(金)・１１日(月)・１８日(月)・２５日(月) 

【お問合せ先】 千葉県立房総のむら ＴＥＬ ０４７６－９５－３３３３ 

柴灯大護摩供 壇木・特別護摩木祈願   

成田山新勝寺では、「正五九」といって正月・５月・９月 

にお参りすると、普段の月よりも一層ご利益を授かること 

ができると言われています。 

開運招福・厄難消除を祈願して『柴灯大護摩供（さい 

とうおおごまく）壇木・特別護摩木祈願』が執り行われま 

す。 

お願い事と氏名を書いた壇木や特別護摩木を成田山 

大本堂に向かって左側の奥山広場に設けた道場中央の 

護摩壇の炉に投じて所願成就を祈念します。 

【 日 時 】 ５月２４日（日） １１時３０分頃 小雨決行 

【 場 所 】 成田山新勝寺 大本堂西側 奥山広場 

【お問合せ先】 成田山新勝寺 ＴＥＬ ０４７６－２２－２１１１ 

成田山門前町を行く～その⑨ 
門前町成田は、成田山の興隆とともに江戸時代中期以降に成立した町です。 

それまでは周辺の村々と同様の農村でしたが、参詣人の増加に伴い、農業の合間に飯屋や居酒屋を営む

ようになり、次第に専業化していきました。さらに成田で商売をするために移住してきた人も増え、幕末には全

国でも有数の門前町となりました。 

文政１０年（１８２７年）の記録には、家数１４１軒のうち専業農家は４１軒だけで、残り１００軒は何かしらの商

売をしていたと記されています。 

門前町の商売で最も多いのは、旅人を泊める旅籠屋（旅館）でした。 

天保１４年（１８４３年）には３２軒あり、昼間は一膳飯屋、今でいう食堂を

営んでいました。旅籠屋は関東各地に結成された成田講と提携していて、

各講の指定の宿泊場所となっていました。これを定宿といいました。旅籠

屋の店先には、講社定宿の看板が何枚も掲げられ大変な賑わいをみせま

した。 

旅籠屋以外では居酒屋と菓子屋が多く、多くの参詣人が集いました。 

湯屋（銭湯）も３軒ありました。これは講など集団で参詣に来た場合、旅籠

屋の風呂だけではとても間に合わないために生まれた商売といえるでしょ

う。また成田は、江戸を結ぶ成田街道をはじめ、利根川の木下河岸（印西

市）からの道、常陸国に通じる滑川河岸（旧下総町）からの道、香取・佐原

からの道、芝山・九十九里からの道などが集中する交通の要衡であったた

め、成田山参詣を目的としない旅人も往来していました。 

そのため、農村では珍しい煙草屋・提灯屋・傘屋・下駄屋などの物品製

作販売をする商いも見られました。医師・刀剣の砥屋・鍛冶屋・髪結といった人達も働いていて、成田は周辺

地域の経済の中心地であったといえるでしょう。（⇒次回へ続きます） 

イベント等の関連情報については、FEEL成田（https://www.nrtk.jp）をご覧ください。 


